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若年性認知症は、６５歳未満で発症する認知症です。

もの忘れだけでなく、仕事上のミスや段取りの困難さなどから気づかれることもあります。

就労継続や生活維持への支援、家族の心理的負担への配慮が重要です。早期診断と関係機関の連携

を図り、地域全体で支える体制づくりが必要です。

下記の拠点には、若年性認知症コーディネーターも常駐しています！

問い合わせ：山形県認知症相談・交流拠点 「さくらんぼカフェ」 023-687-0387









※受診は予約制となっております



4 7982

山辺町保健福祉課

介護保険等について

7 1107

行方不明時等

駐在所

664-5009

高齢者の介護予防、認知症に関する相談窓口です。

介護保険や支援制度の案内、関係機関へのつなぎ

を行います。

行方不明時の対応など、安全に関する相談ができ

ます。不安を感じたときには早めに相談ください。



4 7982



ポイント１ よく噛んで食べる

・野菜、果物、青魚を食べる機会を増やしましょう！

・バランスのよい食事を一日３食規則正しく！

よく身体を動かすポイント２

・有酸素運動（ウオーキングなど身体への負荷が弱いもの）を一日30分以上、
無理なく取り入れてみましょう！

・朝起きたら朝日を浴び、食事や睡眠の時間など規則正しい生活を送り
ましょう！

・町の介護予防教室に参加してみませんか！

ポイント３ よく外に出て交流する

・買い物や習い事、趣味など、外出して人と交流する機会をもちましょう！

・日記（文章を書く）や新聞、本を読みましょう！

・家事などの役割や日課をもち、生活を充実させましょう！

【 Ｍｅｍｏ 】～ヒアリングフレイルをご存じですか～

“ヒアリングフレイル”とは、耳の虚弱（聴き取る機能の衰え）のことです。

加齢による聴覚機能の低下により、周囲とのコミュニケーションや生活の質の低下などを含む身体

の衰えのひとつです。ヒアリングフレイルを放置することで、認知症やうつ病、要介護状態になるリ

スクが高まります。

かかりつけの耳鼻咽喉科を見つけ、聴こえのサポートを早期に行うことで、ヒアリングフレイルを

予防、遅らせることができる可能性があります。
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